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マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

第
八
十
一
巻

O 

第
五
月

五

マ
ア
セ
y

ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

l
i
y
カ
ア
ド
ォ
派
社
会
主
義
者
の
研
究
〈
序
説
V

|

|

ま

え

き

拍S

マ
ル
グ
ス
が
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
世
に
問
う
た
の
は
一
八
六
七
年
の

」
と
で
あ
る
。
彼
白
協
力
者
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
八
五
年
、

『
資
木
論
』

第
二
巻
の
序
文
広
寄
せ
て
こ
う
い
っ
て
い
る
1

1
マ
ル
ク
ス
は
「
不
変
資

本
と
可
変
資
本
と
い
う
資
木
の
区
別
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
剰
余

者、述価
白・ L 値
話、~ 1r* 
も・刀ミ 厄E
カけつの

な・ v 過

L" ~ *'~ 
2三・子 を
げ、午そ
な ~V れ
か、官古 の

z:72 
と、ど的
こ経
与、ユ且
で、亡に
あ・ 4 お
る、勺い
~ -r 

t; 1言
ぬ 乙 1・わ

これ・め
々 は・て
豆彼、詐
旦の、細

注先、に
行、叙

H
F
ロ
昂
官

4
2
-
m阿
・
呂
町

ω
4
2巧
0
1
・
ω

口

長
谷
部
沢
「
資
本
論
」

(
日
評
版
)
第
五
分
冊
、
凹
一

0
ペ
ー
ジ
。
傍
点
引
用
者
)
。

鎌

式

f合

BJ 

に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ル
ク
ス
白
功
続
に
剥
窃
O
汚
名
を
塗
る
う
正
す
る

と
こ
ろ
み
、
か
、
と
く
に
マ
ル
ク
λ

白
死
後
き
か
ん
に
な
っ
た
。
た

ιえ
ば

ロ
ォ
ト
ベ
ル
ト
ゥ
只
は
円
若
『
国
家
経
済
の
現
状
認
識
の
た
め
に
』

(
N号、

同
斗
皇
宮

2
5語
、
耳
切
言
ね
な
室
主
同
言
、
目
立
主

NN臣
官
お
骨

H
2
N
)

に
対

し
て
『
資
本
輸
』
の
原
山
内
た
る
地
位
を
要
求
し
て
い
る
。
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は

ロ
ォ
ト
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
こ
の
主
張
を
不
当
で
あ
る
と
し
て
前
記
序
文
に
お

い
て
そ
の
理
由
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
ω

す
な
わ
ち
剰
余
何
債
が
何
か

ら
主
ず
る
か
は
す
で
に
ス
ミ
ス
、
さ
ら
に
進
ん
で
は
り
カ
ァ
ド
ォ
に
そ
の

解
明
が
み
ら
れ
る
し
、
ま
た
価
値
お
よ
び
剰
余
価
他
に
か
ん
す
る
リ
カ
ァ

ト
ホ
の
学
説
が
社
会
主
義
的
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
ロ
ォ
ト
ベ
ル
ト
ヮ

ス
を
ま
た
ず
と
も
、
マ
ル
ク
マ
ハ
が
一
八
四
七
年
に
あ
ら
わ
し
た
『
哲
学
。



貧
困
』
に
お
い
て
数
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
先
駆
者
の
み
ら
れ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
、
色
。
も
と
よ
り
『
哲
学
の
貧
附
」
は
ブ
ル

I
ド
シ
の
あ
っ
か

ま
し
い
思
い
あ
が
り
を
攻
撃
す
る
と
と
を

U
的
E
L
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
は
ま
た
ロ
ォ
ト
ベ
ル
ト
ゥ
ス
に
対
し
て
も
あ
て
は
ま
る
、
と
エ

ン
ゲ
ル
ス
は
い
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
こ
に
お
い
て
こ
う
述
べ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
経
済
学
の
動
向
に
す
こ
し
で
も
つ
う
じ
亡
い
る
も

の
た
ら

だ
れ
で
も
、

こ
の
同
の
社
会
主
義
者
士
ち
が
ほ
主
ん
ど
す
べ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
時
代
に
リ
カ
ァ
ド
ォ
学
説
の
平
等
主
義
的
適
川
を
提
唱

し
た
と
主
を
知
ら
ず
に
は
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ル
l
ド
ン
氏
に
た

い
し
て
、
ォ
プ
キ
ン
ス
の
『
経
済
学
』
(
』
い
】
同
2
5
5
G
M
M
&主
ぬ
ま
骨

図。
V
控
室
♂

Z
M
M
)
、
ウ
ィ
り
ア
ム
・
タ
ム
ス
ン
著
『
富
の
分
配
の
諸
原
理

の
削
究
』
(
一
八
二
七
年
)
、

ー
・

R
・
エ
ド
モ

γ
ズ
著
『
実
践
的
・
道

徳
的
・
政
治
的
経
済
』

三
人
二
八
年
)
等
々
、
お
よ
び
さ
ら
に
凹
ベ
!

ジ
に
も
お
よ
ぶ
等
々

t
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る
う
」

(
マ
ル
l
エ

ソ
選
集
、
第
一
巻
一
三
八

4
1
チ)。

ロ
ォ
ト
ベ
ル
ト
ψ
λ

に
つ
い
て
は
『
資
本
論
』
第
二
巻
へ
の
け
文
で
艮

関
さ
れ
た
エ

Y
ゲ
ル
λ

の
応
酬
が
「
刺
窃
」
問
題
を
解
決
し
た
か
に
子
え

た
。
し
か
し
傑
作
に
は
ケ
チ
を
つ
け
た
が
る
の
が
人
情
で
あ
る
の
マ
ル
ク

マ
ア
セ
マ
ト
夫
人
L

乙
古
典
派
挫
折
学

ス
は
剰
余
価
値
の
表
現
ば
か
り
か
、
そ
の
思
想
ま
で

w
・
タ
ム
ス
ン
か
ら

ぬ
す
ん
だ
、
と
く
っ
て
か
か
る
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
は
彼
の
『
全
労
働

収
益
権
論
』
(
一
八
八
六
年
)
で
、
マ
ル
グ
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
タ
ム
ス
ン

薪
『
宮
町
分
配
の
諸
原
理
の
研
究
』
の
初
版
を
一
八
二

U
年
と
し
た
の
は

誤
り
で
、

E
し
く
は
一
八
二
四
年
だ
と
い
う
。
さ

b
に
彼
ら
は
ホ
プ
キ

γ

ス
の
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
マ
ア
セ
マ
ト
(
富
山
門

2
3
夫
人
の
医

名
の
書

J
o
F口
問
。
切
}
口
E
.
Z♀
E
ロ
ω
。ロ

]UOEHEH
開

B
E
E
F
3
戸
田
白
山

を
さ
す
も
の
で
、
そ
の
内
谷
に
み
ら
れ
る
k
お
り
彼
女
は
社
会
主
義
者
ど

ろ
か
、
も
っ
、
と
も
激
烈
に
し
亡
、
も
っ
と
も
有
名
な
反
副
会
主
義
者
の

一
人
で
あ
っ

t
、
と
主
張
す
る
。

G ~ 
(J) ~ 

聖IJ
樹君
うザ
ん巳

ぬ吉

正母
っ:<
い号
て ムミ

N 

U工~
ベ町

( 

つ m 寸
の日札
機.~
A 同 h
子ミロ ゐi

z E 5 
ず.，..... ~' 

つ y竺ト
て司、
、'タ匂

紋ム E
のス」
蒋/' ~ 
書か詮

の
出
版
年
代
指
よ
び
ホ
プ
キ
ン
λ

に
か
ん
寸
る
問
題
に
う
つ
ろ
う
。

ω
拙
稿
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
経
済
思
想
」
(
『
経
済
論
殻
』

節
入

O
在
第
六
号
〉
参
照
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
背
学
の
貧
困
』
ド
イ
ツ
語
版
第
二
版
の
序
文
〈
一
八

丸
三
年
)
に
お
い
て
こ
う
答
え
亡
い
る
、

|

l
「
己
の
ド
イ
ツ
訳
第
二
版

の
た
め
に
、
わ
た
く
L
は
た
だ
ホ
フ
キ
γ
λ

と
い
う
名
は
ホ
ジ
ス
キ
シ
と

節
λ
十
一
巻

五

第
五
号



マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
左
古
央
派
経
済
学

い
ラ
名
に
か
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
こ
と
、
お
よ
び
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

タ
ム
ス
ン
の
著
作
の
年
代
は
一
八
二
四
年
で
あ
っ
て
一
人
二
じ
年
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
つ
け
く
わ
え
る
こ
と
に
し
よ
ラ
。
ア
ン
ト
ン
・
メ

ン
ガ
!
救
援
の
書
九
日
間
学
的
知
識
は
か
く
し
て
ま
っ

t
〈
満
足
さ
せ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
」
(
マ
ル

1
エ
ゾ
選
袋
、
前
掘
、
四
八
二
ペ
ー
ジ
)
。
こ
ラ
し
て

以
後
の
版
で
は
書
き
あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
る
白
ホ
フ
キ
ソ
ス
が
じ
つ
は
マ

ア
セ
ッ
l
大
人
で
め
る
か
、
ま
た
マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
が
社
会
主
義
告
か
ど

う
か
の
せ
ん
さ
く
は
古
門
誌
ヱ
d

者
で
な
い
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
関
与
し
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
こ
れ
で
制
題
は
す
で
に
片
が
つ
い
た
の
で
あ

る
だ
が
ホ
プ
キ
ン
ス

D
M引
が
エ
シ
ゲ
ル
ス
の
訂
正
に
よ
ョ
て
ホ
ジ
ス
キ
ソ

に
か
え
ら
れ
た
ば
あ
い
問
題
は
さ
ら
に
発
民
す
る
。
す
な
わ
ち
ホ
ジ
λ

キ

γ
の
『
民
衆
白
経
、
町
山
I
』
旬
。
吉
宮
、
三

年
で
な
く
て
ご
七
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る

さ
す
が
の
マ
ル
ク
ス
も
著

者
、
者
名
お
土
び
出
版
年
代
ま
で
間
連
払
え
た
り
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
ア
レ

ヴ
ィ
の
一
夜
明
に
し
た
が
っ
亡
ケ
ッ
プ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
論
及
し
た
ホ
プ
キ

ン
ス
は
メ
ソ
ガ
!
の
い
う
ジ
ョ
ン
・
ホ
フ
キ
ン
ス
で
も
な
け
れ
ば
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
考
え
る
よ
う
に
ホ
ジ
ス
キ
ン
の
書
き
ち
が
え
で
も
な
く
、
}
マ
ス

第
八
十
一
巻

五
回

第
五
号

ホ
フ
キ
ン
ス
斗
吉
田
自
国
。
司
]
戸
日
で
あ
ろ
う
主
推
J

廷
す
る
。
ト
マ
ス
・

ホ
プ
キ
ン
ス
の
労
作
」
円

E
ロ
。
自
民
間
五

E
司

. 、
ーびD
N 
N 

と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
白
誤
り
は
そ
の
書
名
に
か
ぎ
ら
れ
る
こ
と
に
な

L
u
な
ぜ
な
ら
ア
レ
ヴ
ィ
な
ら
び
に
ケ
ッ
フ
は
か
の
ホ
プ
キ
ン
ス
を
も
っ

あて
る1)少
。く

と

も
初
期
社
メ、
品

主
義
者
の

人
と
み
な
L 
う
る
と

考
え

る
カ、

ち
で

ω
ぇ
・
同
巴
雪
デ
開

f
U
3
3
E
同
足
型
宮

L
u
a
u
-
H申品・

ミ
日
u
N
H
P
E
t
-
H品
目
立
q
(
ω
)・
開
口
四
円
呂
田
目
ぜ
可
寸
凶
1
0
H・
HV

Z
F
]
U
H白
川

V
回
Hσ
ロ
o閃凶
1mHVF山、
.
4岡
「
同
o
o
E
Y
門
司
白
]
・
匂
日
司
馬
、
『
丸
山
i

z
g号
、
足
与

3
1号、。
2
2
2詰
同

E
出
向
号
ペ

5
凡コ
3
間

同
C
L
古
田
肘
P
邑
口
・
自
己
E
E
u
h
ケ
y

プ
に
」
る
と
ト
マ
ス
を
プ

ル
ジ
ョ
ア
担
論
家
主
す
る
典
諭
(
問
問
己

-p
同

b
芯

h
E
E
R
F巴
器
内

向
員
室
内
田
宮
志
向
吾
、
君
、
崎
、

hNP『
芯
P
E
C
O〉
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

ミ

I
ク
は
ホ
}
ル
、
レ
ィ
ヅ
ン
ス
ト

ν
ら
と
と
も
に
彼
を
あ
げ
て
重

品
正
義
の
原
型
を
急
進
主
義
的
な
目
的
に
役
だ
て
た
経
街
学
者
と
い

っ
て
い
る
(
広
呂
田
何
回
目
-u

可『〕
3
5
2
m
q
E
H
E
h
E
E
E
ω
回

目
白
ロ

ZE--h同町内諾
GEne『
室
、

E
Y
百
回
目
Y

H

U

臼
士
同
日
常
一

沢
「
イ
ギ
リ
ス
古
山
州
経
済
学
」
所
収
七
一
一
ベ
ジ
)
o
v
c
ら
に
ソ
述

の
一
学
沌
が
初
期
引
会
主
義
者
り
な
山
に
オ
プ
キ
ン
ス
の
お
を
つ
ら

ね
て
い
る
の
も
恐
ら
く
は
ト
マ
ス
を
さ
す
の
で
あ
る

5
(開
器
具
〕
田
桝
ι



〉

e
M
祭
。
同
司
町
。
罰
則
同
一
回
抑
制
ペ
円
。
口
出
2
国

高

司

O
E
Z
F
九回。ロ唱のムロ民

U
E凶
。
ョ
居
間
V
Z
D
r
H
U
日
ア
ヨ
一
切
ロ
ヨ
ロ

以
上
が
「
ホ
ブ
キ
ン
ス
」
を
め
ぐ
っ
亡
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
ユ
ピ
ソ
!
ド

で
あ
る
。

き
て
ふ
た
た
び
わ
れ
わ
れ
は
メ
ン
ガ
ー
に
よ
り
て
注

H
を
あ
つ
め
た
マ

ア
ヒ
ヴ
ト
夫
人
に
た
ら
か
え
ろ
う
。

問
題
の
菩

T
F口
問
。
】
U
F
E
m
.
2
?

ロ
O
B
。回目
d
E
R巴
問
。
。
日
目
吋
は
匿
名
、
と
は
い
え
叶
吉
岡
E
E円。肉

食
(
リ
言
語
ご
邑
E
E
E
町
宮
尽
き
段
、
子

HU一色忌
E
N
同
町
。
き
い
き
い
ち
の
隼
と
あ
る

い
じ
よ
ち
マ
ア
セ
γ

ト
の
著
作
で
あ
る
じ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
夫
人

の
有
名
な
円
。
ロ
4
0
B伊丹古
5
0ロ
司

o-FEE-
問。。

E
日
吋
(
以
下
『
対
話
』

と
町
称
す
る
)
も
主
た

4
Z
K
H己
宮
円
。
同

RRhsza昌
吉
句

s
n吉田

S
E
4ョ
k
い
う
筆
名
で
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
す
で

に
そ
の
著
者
が
彼
主
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
問
っ
た
か
ら
で
あ
る

夫
人
の
経
済
学
に
か
ん
す
る
主
要
著
当
と
し
て
『
刻
話
』
、
円
経
済
学
に

か
ん
す
る
ジ
ョ
ン
・
小
プ
キ
ン
ス
の
見
解
』

お
よ
び

『
富
市
中
相
と
貧
者
』

(
恒
三

N
S弘
司
E
3
H
由
日
目
)
の
三
冊
が
え
ら
ば
れ
、
そ
の
う
b
で
も
っ
と

も
重
要
な
も
の
と
し
て
『
対
話
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
の
二
著

muE

要
性
は
そ
れ
ほ
ど
訟
め
ら
れ
て
い
な
い
(
弘
、
ぬ
町

2
z
d
b守
公
害
ぬ
号

マ
ア
セ
ヴ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

。¥』
OGNNNhnaN
同
町
言
。
惑
い
J
4
0
-
日
回
目
皇
室
内
句
、
。
片
足
。
N
N
s
t
国

N
4

ヨ』
V
P
H
・
4
0
-
H口
)
。
『
対
話
』
で
は
「
き
っ
と
貴
女
は
労
働
者
階
般
に

経
済
学
を
教
え
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
聞
く
カ
ロ
ラ
ィ

γ

に
B
夫
人
は
有
定
酬
に
各
え
て
い
る
が
、
仙
の
二
苔
で
は
部
分
的
に
せ
よ

労
働
者
階
級
に
利
川
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
点
に
甘
い
て
彼
女

の
窓
見
に
変
更
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る

と
こ
凸
で
マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
の
書
物
の
う
ち
わ
た
く
し
が
接
す
る
機
会

hr
争
え
た
の
は
『
対
話
』
一
冊
に
す
ぎ
な
い
ロ
し
た
が
っ
て
こ
れ
の
み
に
」

っ
て
彼
女
を
社
会
主
義
者
か
い
な
か
を
断
定
す
る
の
は
平
副
?
セ
し
り
を

支
ぬ
が
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
小
前
の
日
的
は
も
と
よ
り
そ
こ

rあ
る
の
で

は
な
い
。
本
書
が
経
済
思
組
史
上
き
ち
め
て
独
自
の
意
義
を
も
つ
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
い
の
で
あ
る
。

『
刻
話
』
は
著
者
の
生
前
(
一
八
王
八
年
死
去
)
に
版
を
か
さ
ね
る
こ

〉
じ
つ
に
十
有
三
た
び
。
そ
の
叙
述
の
平
明
適
確
な
点
に
お
い
て
リ
カ
ァ

ド
ォ
、
マ
カ
ロ
ッ
グ
お
よ
び
セ
イ
な
ど
の
巨
匠
た
ち
が
賞
撲
の
辞
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
み
謹
白
対
象
と
す
る
青
年
学
徒
の
良
き
入

第
八
十
一
巻

第
五
号

五
五



マ
ア
セ
サ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

門
書
と
し
て
世
間
の
歓
迎
を
う
け
た
り
で
あ
る
。
初
版
は
一
八
一
六
年
。

時
あ
た
か
も
ラ
ダ
イ
ツ
起
扇
を
体
験
し
、
ナ
ポ
レ
オ
Y
戦
争
の
終
結
に
と

も
な
う
過
渡
的
恐
慌
を
む
か
え
た
直
後
で
あ
り
た
。
経
済
学
上
で
は
リ
カ

ア
ド
ォ
と
マ
ル
サ
ス
り
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
た
穀
物
条
例
お
よ
び
地
代
に

か
ん
す
る
論
争
(
一
八
一
四
一
五
午
)
の
の
ち
、
リ
カ
ァ
ド
ォ
の
『
原

理
』
初
版
に
先
立
つ
こ
と
一
年
、
マ
ル
サ
ス
の
『
原
理
』
初
阪
の
ま
え
四

年
に
あ
た
る
。
小
論
で
と
り
あ
げ
る
り
は
第
二
阪
で
あ
り
、
そ
の
問
版
は

現
一
七
年
七
月
で
あ
る
。
ヨ
間
文
』
(
』
号
有
志
G
S
喜
句
)
で
著
者
は
戸
」
う

「
予
期
し
な
い
ほ
ど
の
速
さ
で
と
の
第
二
版
が
初
版
に
つ

づ
い
た
た
め
、
実
質
的
な
変
更
や
改
」
訂
を
す
る
余
裕
が
ほ
、
と
ん
ど
な
か
っ

た。

L
か
し
わ
た
く
し
は
友
人
か
ら
若
干
の
有
益
な
ヒ

Y
ト
を
え
た
し
、

経
済
学
に
か
ん
す
る
最
近
の
有
益
な
書
物
を
別
刈
す
る
こ

k
が
で
き
た

い
っ
て
い
る
。

。
」

そ
れ
ゆ
え
内
容
に
実
質
的
な
変
更
は
な
い
と
い
も
お
う
は
推
定
で

き
る
司
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
く
ら
か
の
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

リ
カ
ァ
ド
ォ
は
一
七
年
一
二
月
八
日
制
の
マ
ル
サ
ス
あ
て
手
祇
で
「
マ
ア

セ
γ

ト
夫
人
は
ま
も
な
く
第
二
版
を
問
販
寸
る
で
し
ょ
う
。
わ
た
く
し
は

夫
人
の
著
書
の
な
か
の
い
く
つ
か
の
女
章
に
か
ん
す
る
わ
た
く
し
の
拭
見

第
八
十

五
プて

四

巻

第
五
号

を
夫
人
に
書
き
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
必
ず
や
貴
下
が
わ
た
く
し
に
対
L

亡
論
争
な
さ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
文
章
を
指
摘
し
て
お
き
ま
し
た
。
夫

人
が
わ
れ
わ
れ
の
論
戦
に
耳
を
傾
け
始
め
ま
し
た
ら
、
夫
人
の
著
書
の
印

刷
を
な
が
〈
延
期
さ
れ
る
と
主
に
な
り
ま

L
ょ
う
」
と
報
じ
て
い
る
。
ま

え
に
述
べ
た
よ
う
に
第
一
一
阪
の
一
出
た
の
は
そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
後
の
七
月
で

あ
っ
た

第
二
の
決
定
的
な
証
拠
と

L
て
は
二
版
の
第

一
平
(
一
九
二
ベ

I

Y 
) 

に
お
い
て
リ
カ
ァ
ド
ォ
の
『
原
理
』
白
一
文
が
引
川
さ
れ
て
い
石

が
、
ス
一
フ
ッ
フ
ァ
の
考
証
に
上
る
と
『
原
理
』
初
版
は
一
八
一
七
年
一
一
月

末
に
印
刷
に
付
さ
れ
、
同
四
月
に
出
版
の
は
こ
び
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
以
上
が
第
二
阪
に
岩
干
の
拭
訂
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
推
定
一
証
拠

で
あ
民
。

L
た
が
り
て
本
稿
で
は
『
対
話
』
を
い
ち
お
う
一
七
年
間
版
の

も
の
k
し
て
論
述
を
す
す
め
て
ゆ
こ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
価
値
を

い
さ
さ
か
も
傷
つ
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
。

ω
の
ち
の
阪
で
大
き
な
改
変
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
一
八
一
一
一
年
の

第
四
肢
で
あ
る
o
p
カ
ァ
ド
ォ
自
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
マ

ア
セ
ッ
ト
夫
人
の
最
近
の
版
は
非
常
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
、
ー
ー
そ

の
な
か
で
彼
女
は
、
以
前
の
肢
で
は
全
然
ふ
れ
な
い
か
も
し
〈
は
懐

疑
的
な
口
調
で
語
っ
て
い
る
多
く
の
事
柄
た
み
ー
と
め
て
い
ま
す
L



(
ト
ラ
ワ
ァ
へ
の
手
紙
、

一
八
一
一
一
・
一
二
・
一
一

Y

木
喜
は
全
二
二
章
か
ら
な
り
士
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

一
二
章
緒
言
、
一
プ
l
回
章
財
提
に
つ
い
て
、
玉
章
分
業
に
つ
い

て
、
六
七
章
資
本
、
八

l
九
最
古
来
と
人
口
、

一

O
章
貴
民
心
状

態
に
つ
い
て
、

一
二
章
土
地
財
産
か
ら
の
収
入
、

一
一
立
収
入
、

一
章
土
地
耕
作
か
ら
の
収
入
、

一
四
章
賀
川
刊
資
本
の
収
入

一一人立問中

価
値
と
価
格
、
一
六

l
一
七
平
貨
幣
に
つ
い
て
、

一
八
章
商
業
、
一

九
ー
一
一
一
牢
外
国
貿
易
に
つ
い
て
、
三
二
草
支
出
に
つ
い
亡
。

細
別
構
成
に
つ
い
て
は
財
産
論
が
と
く
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
ス
ミ
ス

『
岡
富
論
』
お
よ
び
リ
カ
ァ
ド
ォ
『
原
理
』

E
ち
が
っ
て
印
象
的
で
あ

り
、
さ
ら
に
彼
女
は
B
夫
人
を
し
て
「
経
済
学
と
は
寓
の
形
成
、
分
配
お

よ
ぴ
消
費
を
論
ず
る
」
も
の
と
定
義
せ
し
め
、

「
そ
れ
は
富
田
増
加
を
う

な
が
し
あ
る
い
は
妨
げ
る
と
こ
ろ
の
原
凶
お
よ
び
そ
れ
が
社
会
の
幸
福
も

し
く
は
不
幸
に
お
よ
ぽ
す
影
響
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
」
(
一
八
ペ
ー
ジ
〉

と
い
わ
し
め
て
い
る
。
だ
が
目
次
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
分
配
論

に
王
力
が
そ
そ
が
れ
、
富
の
分
配
と
社
会
り
幸
」
掃
と
の
関
係
が
お
も
に
説

マ
ア
セ
ッ
}
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

か
れ
て
い
る
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
が
若
い
初
学
者
の
入
門
と
し
て
。

栓
割
を
演
じ
、
経
済
学
の
門
外
漢
カ
ロ
ラ
ィ

γ
と
B
夫
人
。
質
疑
応
答
に

よ
っ
て
論
述
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
独
白
の
目
的
と
形
態
と

D
L

か
ら
し
め
た
結
果
L

と
み
ら
れ
な
い
こ
主
も
な
い
が
、

L
か
し
な
が
ら
こ
の

事
実
が
ふ
く
む
意
味
は
け
っ
し
て
無
視
し
え
な
い
。
以
下
、
本
書
の
叙
述

に
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
探
求
し
て
ゆ
こ
う
。

B
夫
人
は
経
済
学
を
三
つ
の
部
門
に
わ
け
る
。
す
な
わ
ち
理
論
と
実

践
、
も
し
く
は
科
学
と
技
術
と
で
あ
る
。
科
学
は
事
実
に
対
す
る
知
識
で

あ
り
、
技
術
は
立
法
L

乙
関
係
し
困
富
の
増
准
に
寄
与
す
る
す
べ
て
の
こ
と

や
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
有
害
な
す
べ
て
の
も
の
を
避
け
る
こ
主
に
そ
の
木

領
が
存
す
る
@
し
か
し
て
理
論
に
お
け
る
誤
り
は
実
践
を
あ
や
ま
ら
し
め

る
。
だ
か
ら
誤
っ
た
理
論
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
政
治
は
国
富
町
一
増
進
を
妨

(
二
一
ペ
ー
ジ
〉
。

げ
る
結
果
を
ま
ね
〈
。

問
題
は
さ
ら
に
国
宵
の
増
進
が
ど
う
し
て
社
会
の
牢
桶
と
一
致
す
る
か

E
い
う
こ
と
に
す
す
ん
で
ゆ
く
の
か
く
し
て
経
済
理
論
と
功
利
思
想
と
の

結
婚
が
披
露
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
所
南
栴
か
ら
本
論
に
は
い
っ
て
ゆ

〈

(
財
産
論
)
カ
ロ
ラ
イ
ン
は
宮
の
原
悶
は
労
働
で
あ
る
と
考
え
る
。

B

第
入
十
一
巻

三玉

第
五
日
方

五
b 



マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

夫
人
も
労
働
の
某
本
的
必
長
性
を
み
と
め
は
す
る
。
だ
が
労
働
て
の
も
の

は
必
ず
し
も
生
産
を
ω附
託
す
る
も
の
で
は
な
い

と
し
う

( 

へ

生
産
を
保
一
証
す
る
も
の
は
財
産
の
保
護
で
あ
る
。
そ

L
て
財
産
の

保
護
付
所
有
権
の
確
立
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
同
然
は
人

γ 類
に
す
べ
て
の
も
の
を
共
通
に
あ
た
え
た
け
れ
ど
も
、
所
有
は
人
問
。
制

度

cあ
る
」
(
二
五
ペ
ー
ジ
)
か
b
o
さ
ら
に
B
夫
人
は
っ
つ
け
て
い
う
、

「
ひ
と
が
白
介
。
労
働
で
な
に
か
を
生
問
す
る
ば
あ
い
に
は
、
彼
は
う
た

が
い
も
な
く
そ
の
も
の
に
刻
し
て
最
も
公
正
な
要
求
を
当
然
も
つ
。
し
か

し
そ
れ
を
同
然
の
共
有
資
産
か
ら
分
離
し
て
、
彼
じ
し
ん
占
有
し
、
使
用

{-1、す
手件 る
に椎
由宇11
来は
す主
るつ
矛11 tc二
主主 く

lZ 
こ国
れの
こ法
そ t主
安・に
全.依
な存
の L
でて
あい

売り"
安」
♂~，λ 、

ミ壬子 同
:τr 上
Fてc
Uは2 。

弱
肉
強
食
に
対
す
る
防
衛
手
段
で
あ
る
こ
と
は
か
く
し
て
カ
ロ
フ
ィ
ン
も

納
得
し
た
。
ふ
と
で

B
夫
人
は
産
業
を
促
近
し
、
労
働
の
生
産
性
を
た
か

め
る
役
目
を
安
全
に
ゆ
だ
ね
る
の
み
で
な
く
、
安
全
へ
の
道
が
文
明
、
宮

筒
、
一
般
由
幸
福
へ
り
道
で
あ
る
主
さ
え
箆
4

一
口
す
る
ロ
法
律
が
生
町
関
係

を
規
制
す
る
と
彼
女
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
と
カ
ロ

ラ
イ
ン
は
感
傷
的
に
考
え
る
。
土
地
は
私
有
財
産
に
な
る
ま
え
は
共
有
資

院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
法
樟
が
土
地
を
人
類
一
放
か
ら
と
り
あ
げ
て
少
数

俳
人
十
一
巻

第
五
円
ヴ

五
人

の
仙
人
に
あ
た
え
て
し
ま
っ
た
。
人
煩
を
保
護
す
べ
き
法
律
は
逆
に
少
数

の
も
の
を
宮
ま
す
た
め
に
多
数
の
ひ
と
び
と
を
貧
乏
に
お
い
こ
ん
だ
。
土

地
が
豊
百
に
存
在
す
る
う
ち
は
と
も
か
く
、
特
定
の
ひ
と
を
富
ま
す
た
め

に
そ
の
他
の
ひ
と
び
と
の
所
有
を
奪
う
権
剥
が
法
律
に
あ
る
だ
ろ
う
か
、

も
っ
と
も
彼
の
所
有
に
か
ん
す
る
疑
問
は
土
地
所

と
(
一
一
一
八
ペ
ー
ジ
〕
。

有
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
白
他
に
つ
い
て
は
人
間
は
自
分
の
労

働
白
成
果
を
受
取
る
の
が
公
正
江
の
で
あ
る
か
ら
Q

ω
し
か
し

B
夫
人
は
法
律
り
役
割
を
所
有
の
安
全
侃
障
に
限
定
L
、

そ
れ
を
越
え
て
資
本
の
主
用
、
支
山
白
内
容
と
程
度
に
ま
で
干
渉
す

る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
産
業
を
阻
害
す
る
と
考
え
る
(
四
七

O
ベ
l

e
/

〉。

こ
れ
に
対
し
て

B
夫
人
は
、
宮
古
生
産
す
る
手
段
た
る
土
地
の
所
有
を

禁
止
し
て
お
き
な
が
ら
、
土
地
か
ら
え
ら
れ
る
宮
の
一
町
市
を
保
証
す
る
つ

も
り
で
す
か
、
た
L

と
え
ば
良
作
物
の
所
有
を
ゆ
る
し
な
が
ら
そ
れ
を
栽
培

す
る
土
地
を
と
り
あ
げ
、
住
宅
の
所
有
を
み
と
め
つ
つ
も
そ
白
土
地
を
う

ば
う
つ
も
り
で
す
か
、
ー
ー
と
反
問
す
る
。
す
る
と
カ
ロ
ラ
ィ

γ
は
た
だ

ち
に
自
分
の
ま
ち
が
い
を
み
と
め
る
(
三
九
ペ
ー
ジ
〉
。

し
か
し
土
地
所

有
白
禁
止
と
全
労
働
収
結
権
主
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
彼
の

疑
問
は
必
ず
し
も
不
当
と
は
い
え
な
い
。
ゆ
え
に
自
分
の
誤
り
が
何
に
帰



困
す
る
り
か
と
彼
に
問
わ
れ
た
と
き
、
夫
人
の
い
い
の
が
れ
は
古
し
し
、

ー

l
tも
か
〈
「
土
地
分
割
の
も
と
の
原
因
が
何
で
あ
れ
、
ま
た
工
地
が

さ
い
し
ょ
平
等
に
分
別
さ
れ
よ
う
と
、
そ
う
で
な
か
ろ
う
と
、
そ
の
の
も

に
士
じ
た
こ
と
か
ら
不
平
等
主
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

(
四
ロ
ペ

ー
ジ
)
と
。
行
在
す
る
も
む
が
す
べ
て
7
1
し
い
と
す
れ
ば
現
尖
は
許
容
さ

れ
ね
ば
仕
ら
ぬ
|
|
」
れ
が

B
夫
人
の
科
学
で
あ
ろ
う
ぷ
だ
か
ら
干
学
は

安
全
に
道
を
ゆ

F
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
夫
人
は
い
う
「
土
地
は
高

官
創
造
す
る
唯
一
の
刈
具
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
所
有

の
安
全
こ
そ
民
楽
に
生
命
と
活
気
を
与
え
ま
す
」

凹
四
ベ

l
シ
U

と

以

h
は
土
地
社
会
主
義
高
へ
の
駁
論
と
考
え
う
る
、
主
同
時
に
の
も
の

リ
A
ァ
ド
ォ
派

K
会
主
義
占
た
ち
へ
の
子
防
線
の
役
割
を
も
に
な

5
0
1シ

カ
ァ
ド
ォ
派
社
会
主
義
者
が
平
等
を
重
視
す
る
の
に
ひ
き
か
え
て
、
反
リ

カ
ァ
ド
ォ
学
派
の
ひ
と
た
ち
は
安
全
を
力
説
し
、
ひ
と
し
く
所
有
権
が
神

ク型
戸乃F
iij 
プ侵

をの
み椎

上。利
Y た

l る
功 τ
利之
主三
ヰ工
費張
話す
極 ω
分てと
角平')

ユ

ェ

ノレ

リ

ド、
ス

ω
内

片

岡

E
F
凶

u

可
と
N
H
N
2
円
同
E
き
遠
い
可
l
』
芯
同
誌
ぬ
足
当
H
N
S
古
事
ぬ

」

r
d言
、
包
町
、
。
刊
誌
見
旬
。
同
同
時
~
乱
世
相
山
内
喝
門
司
VNm』

U2L市
町
立
句
、
。
司
、
-
司
m

a
N
~
F
H
∞日
1

目

2
0宮
司
ロ
-
]
1

・
~
ロ
コ
君
主
宮
。
」
、
旬
。
ロ
号
民
同
町
皇
室
、
唱
。
伴
内

マ
ア
セ

y

ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

】
恒

ωω

彼
ら
に
つ
い
亡
は
別
杭
で
論
ず
る
。

ω
功
利
主
義
は
陪
ん
ら
い
抽
出
M
論
的
岡
山
旭
で
あ
る
が
、
資
本
制
性
症

を
資
木
主
義
的
日
す
な
わ
b
商
品
の
生
庄
と
限
定
し
な
い

E
、
労
働

山

1

此
物
と
し
て
の
使
用
制
仙
の
生
産
1
k

み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
は
生
庄
論
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
八
一
五
年
さ
ら

に
一
七
、
八
年
の
過
渡
的
恐
慌
を
へ
て
正
直
の
増
大
1
畳
日
が
必
ず

し
も
大
仰
木
の

υY
稿
と
一
致
し
な
く
な
り
、
不
平
等
の
酢
害
が
い
っ
そ

う
あ
さ
ら
か
忙
な
っ
た
間
諜
革
命
末
釧
に
お
い
て
、
功
利
主
義
は
分

間
論
と
の
関
係
が
こ
く
な
り
、
タ
ム
ス
ン
、
グ
レ
イ
な
E
の
協
同
組

合
王
義
に
発
凪
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
い
わ
ゆ
る
俗
流
経
済
学
も
幸

福

1
効
用
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
り
消
別
抗
心
性
格
が
は
っ
き
り
と

う
ち
だ
さ
1刊

U
r
-
-

く
る
の
で
あ
る
。
本
計
の

B
夫
人
に
は
よ
日
典
派
の
影

響
が
つ
一

7
¥
ぐ
り
論
調
は
生
序
論
的
色
彩
が
ま
に
濃
い
と
い
え
よ

う(
利
潤
と
主
労
働
収
益
権
)
つ
ぎ
に
富
者
と
貧
乏
人

ιの
閑
係
。

B
央
人

貧
之
人
は
富
者
に
む
か
つ
て
こ
う
い
う
も
の
と
仮
定
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
な
た
は
あ
な
た
が
欲
す
る
よ
り
も
多
く
の
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
氾
わ
た
く
し
に
は
不
足
し
て
い
ま
す
。
わ
た
く
L
に
あ
な
た

。
官
を
す
こ
し
生
活
白
た
め
に
わ
け
て
下
さ
い
。
わ
た
く
し
は
わ
た
く

第
八
十
一
巻

七

第
五
号

五
力



マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
と
肯
典
派
経
済
学

し
の
労
働
よ
り
ほ
か
に
交
換
に
供
す
る
も
の
を
何
も
持
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
労
働
に
よ
っ
て
わ
た
く
し
は
あ
な
士
が
手
放
す
以
上
の
も

り
を
え
る
よ
う
あ
な
た
に
保
証
し
ま
し
ょ
う
。
ー
ー
も
し
あ
な
た
が
わ

た
く
し
を
や
し
な
っ
て
く
だ
さ
る
な
ら
、
わ
た
く
し
は
あ
な
た
の
た
め

に
仕
事
を
し
ま
し
ょ
う
l

と
(
九

C
i九
一
ベ
7
ジ)。

B
夫
人
の
目
に
は
資
本
家
E
労
働
者
の
関
係
が
主
助
共
存
の
契
約
と
し

て
映
ず
る
。
し
か
し
別
潤
を
剰
余
と
し
て
と
ら
え
た
点
で
ス
ミ
ス
l
り
カ

ア
ド
ォ
白
線
ト
し
に
位
す
る
。
す
な
わ
ち
労
働
者
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
価

値
が
彼
D
消
裂
し
に
八
刀
を
超
過
す
る
ば
あ
い
、
と
の
超
過
分
が
雇
主
D
所

得
金
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
所
得
は
貧
乏
人
一
主
一
炉
川
す
る
よ
り

ほ
か
の
方
法
で
は
獲
得
し
え
な
い
」
〈
九
三
べ

I
Jノ
ラ
刺
澗
は
労
働
者
に

よ
り
て
創
造
事
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
カ
ロ
ラ
ィ

γ
は
正
当
に

「
も
L
労
働
者
が
資
本
家
に
対
し
て
労
働
者
の

も
つ
ぎ
り
よ
う
に
い
う
。

消
費
す
る
だ
け
の
も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
彼
の
賃
金
と
価
値
の
ひ
と
し
い

商
品
を
門
生
附
す
る
な
ら
ば
、
所
得
は
支
問
主
等
価
で
あ
る
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
で
す
山
ら
彼
は
ま
さ
に
資
本
家
が
彼
に
前
貸
し
た
も
の
を
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
資
本
家
は
そ
の
取
引
で
煩
も
得
も
一
し
ま
せ

ん

そ
し
て
も
し
そ
れ
よ
り
多
く
の
も
の
が
生
産
き
れ
る
な
ら
ば
、

第
八
十
一
巻

ノ¥

ノ、
O 

第
五
号

そ
の
労
働
者
が
彼
の
か
せ
ぎ

(E自
国
間
)
の
全
部
を
得
る
の
が
公
平
の

土
う
に
考
え
ま
す
」

(
九
五
ベ
ジ
)
と
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
資
本

家
は
だ
れ
も
そ
の
と
り
き
め
に
同
意
し
な
い
、
正
夫
人
は
お
ど
ろ
い
て
反

者対の-，
要る品。
4 

Lカ
'" 労ラ

働 4
jlJ( γ 
誌に
権お
をい
まて
えわ
もれ
つ去っ
てれ
みは
るリ
こカ
とア
カ通 ド
でオ
き派

ぞ')去
し主
か義

L
両
者
の
あ
い
だ
の
相
異
は
つ
ぎ
の
対
話
v
h
L
1
3

て
明
示
さ
れ
る
。

カ
ロ
ラ
イ
ン

(
両
者
が
土
地
財
産
ぜ
ん
ぶ
を
ひ
と
り
じ
め
に
し
て
し
ま
「
て
貧
乏
人

に
彼
ら
じ
し
ん
の
労
働
よ
り
ほ
か
の
も
の
を
残
さ
な
い
で
、
労
働
者
が

労
働
の
供
す
る
利
採
り
ぜ
ん
ぷ
を
得
る
と
と
を
許
き
れ
な
い
の
は
む
ゾ

い
と
わ
た
く
し
は
思
い
ま
す
ロ
も
し
わ
た
く
し
が
立
法
者
な
ら
ば
、
資

本
家
が
労
働
者
に
彼
の
仕
事
か
ら
生
ず
る
利
潤
の
ぜ
ん
ぷ
を
あ
た
え
る

ょ
う
強
制
す
る
法
律
を
な
ん
と
か
し
て
制
定
し
た
い
と
思
ラ
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
法
却
は
貧
一
之
人
の
状
態
を
た

L
か
に
改
拝
す
る
で
し

ょ
う

B
夫
人

わ
た
く
し
は
そ
れ
に
↑
つ
の
補
則
を
提
案
す
る
で
し
ょ
う
。
ぞ
れ
は

法
沖
が
資
本
家
に
労
働
者
を
雇
う
こ
と
を
強
制
す
る

E
い
う
も
の
で



ナ
。
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
の
条
件
で
は
刊
も
労
働
者
に
仕
事
を
あ
た
え
よ

う
と
は
し
な
い
か
ら
で
寸
。

ハ
九
六
ペ
ー
ジ
〉

す
な
わ
ち
リ
カ
ァ
ド
ォ
派
社
会
主
義
者
た
ち
は
帝
労
働
収
益
権
を
社
会

制
度
の
変
草
を
と
お
し
て
実
現
し
よ
う
と
努
力
し
た
の
に
対
し
て
、
カ
ロ

ラ
イ
ン
は
法
律
に
よ
っ
て
万
事
解
決
で
き
る
と
考
え
、
全
労
働
収
益
権
が

完
全
に
実
現
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
分
配
制
度
に
お
い
て
で
あ
る
か
と

い
え
ノ
点
に
ま
で
た
ち
い
っ
て
論
じ
て
い
司
い
の
で
あ
る
。

他
方
、

B
夫
人
に
よ
る
反
対
は
の
ち
に
リ
カ
ァ
デ
ィ
ヤ

γ
と
し
て
肯
典

学
派
り
俗
流
化
に
一
役
を
買
っ
た
マ
カ
ロ
y

ク
を
し
て
全
労
働
収
益
権
は

こズ資
ろ・本
白ミ蓄
反ノレ積

対をを
諭 L 破
をて壊
お文す
も明る
わ社本
せ会ぷ

ヤ〉:24
基舎
をで
は←
ιミし、

主わ
も L
Il) ""~ 
と
おき
どら
ろに
2う、ジ
せエ

k イ
とム

ω
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ

1
1と
ミ
!
ク
は
『
対
話
』
の
な
か
に
リ
カ
ァ
ド
ォ

派
社
会
主
義
の
先
駆
を
み
い
だ
し
て
い
る
。
。
同
E

印
。
『
ロ
自
官
官
♂
し
「
.
、

国
立
苦
号
。
」
、
同
町
言
。
室
内
』
SQNUS♂
足
早
・

]VEmAU・
豆
諸
F
悶
，
.

匂
邑
5

2

S
ぬ」
L

与
章
、
司
君
。
号
。
¥
寸
t
E
5
8・
宅
-
H
町内

h
r
]
U
H
M
∞同。
o
C
M
O
Z
E
H

ω
z
z
nロ巳
E
o
y
H
同

U
叶
Z
O
]
V
E
E
m
O
H
宮
日
間
ω-mmuc

的

M
m
-
E
E
E
H
m
H
冨
m
-
H
F
E
E
S
O
開
問
。

1
0山
富
R
E
E
弓
E
品

マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

K
M
2ロ
日
巳
旦
呂
ロ
臼
E
Z且

mHH白
OMMMEM目
白
同
是
認
申
ミ
吋
~N
同富一
Nbs

昌
司
nF1MHn一F

E
凶

H・
4
。
-
a
H
H
H
4・
]
U
H
N
H

お
よ
び
ミ
ル
の
ブ

ル
l

ア
ム
卿
へ
の
手
紙
、
一
八
三
二
年
九
月
三
日
ず
吋
、
止
・
回
ω
E

F
H
Q革
命
句
包

N
N
L
∞
∞
円
切
・
日
白
血
・

さ
て
、
宮
の
所
有
白
不
平
等
は
ま
た
宮
獲
得
。
機
会
白
不
均
等
を
も
い

み
す
る
の
だ
か
ら
官
者
は
す
べ
て
の
点
で
負
芝
人
よ
り
有
利
で
あ
る
.
と

カ
ロ
ラ
イ
ン
は
な
じ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
経
験
的
事
実
だ
か
ら
、
い
か
に

B
夫
人
と
い
え
ど
も
い
ち
が
い
に
否
定
し
き
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
彼
文

は
背
し
ま
ぎ
れ
に
、
幸
福
と
い
う
も
の
は
そ
れ
が
宮
に
依
存
す
る
か
ぎ
り

で
は
富
の
所
有
そ
の
も
白
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
富
を
獲
得
す
る
よ
ろ

こ
び
に
あ
る
、
と
い
う
こ

O
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
貧
之
人
は
そ
の
よ

ろ
こ
び
を
味
う
手
段
さ
え
あ
た
え
ら
わ
て
い
な
い
り
で
あ
る
。

B
夫
人
は

こ
こ
で
変
革
D
ま
え
に
無
知
か
ら
の
解
放
こ
そ
必
要
だ
と
説
台
、
漸
進
的

進
事
主
義
を
ー
と
な
え
る
(
一
一

0
ペ
ー
ジ
)
。

機
憾
と
卦
働
需
要

機
械
の
採
用
に
よ
っ
て
労
働
者
の
失
業
が
生
ぜ

L

め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
は
、
経
験
的
に
は
す
で
に
ヲ
ダ
イ
ッ
に
よ
っ
て
央

力
行
使
り
か
た
ち
を
ー
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
、

一
八
一
七
年
春
に
は
オ
ウ
L

ン

第
八
十
一
巻

九
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五
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マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

lfi，じお
即J 上
資び
本バ
とア
のト
事l ン

国ょ
係っ
とて

:、|
見 ι
I也と
7ぅ、 Uこ

ら後
lit皆
表よ
山j っ
きて
;Ie，ま
たり国
定
わ資
カミ木
カと

ロ
ラ
イ
ン
は
ラ
〆
イ
ソ
に
味
方
す
る
。
労
働
者
を
失
臓
さ
せ
ず
に
人
間
の

勤
労
吉
田
然
力
に
お
き
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

「
企
席
、
納
屋
、
機

械
な
ど
は
所
有
者
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
労
問
者
階

級
に
と
っ
て
は
有
害
で
あ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
固
定
資

本
主
し
て
支
出
さ
れ
る
こ

E
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
流
動
資
本

ιし
て

使
用
さ
れ
る
べ
き
残
金
は
ヨ
リ
す
く
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
当
り
す
く
た
い

労
働
者
し
か
維
持
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
L

(

一
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
彼
は

し
た
が
っ
て
首
会
同
定
資
本
と
し
て
で
な
く
、
流
動
資
木
之
し
て
使
用
し

た
ほ
う
が
よ
い
、
貧
乏
人
の
原
則
を
さ
ま
た
げ
る
発
明
や
改
良
か
ら
彼
ら

が
利
疏
を
え
る
」
と
は
企
く
な
い
、
と
い
っ
て
械
似
の
導
入
に
反
対
す

る
。
も
と
よ
り
パ
ア
ト
ン
、
さ
ら
に
は
の
ち
一
八
二
一
年
『
原
理
』
第
三

版
に
み
ら
れ
る
り
刃
ァ
ド
ォ
の
よ
う
に
カ
ロ
ラ
ィ
シ
は
資
本
苔
杭
と
資
木

構
成
の
変
化
に
ま
で
た
ち
い
っ
て
機
臓
の
弊
告
を
説
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
機
械
と
労
働
と
の
凶
係
が
同
定
資
本
と
流
動
資
本
と
?
ぞ

れ
と
し
て
資
本
概
念
か
ら
去
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
バ
ア
ト
ン
と
Lr
も

に
注
川
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
ろ

第
八
十
一
巻

O 

第
五
号
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C巧
o
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同
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同
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苦
罫
。
口
。
送
芸
書
、
。
¥
m
Z
』
uω
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2
皇
室

。
」
、
号
、
同
色
村
ぬ
L

角。
L

「
号
、
足
b
S
N
h
h
b
h
吉
2
s
h
H
U
E
号
。
同
・

no-0・ロ

ロ
同
・
旬
、
R
Z
V

司
耳
窓
辺
住
四
回
h
q
e
ぬS
2
p
~
U
H
G町
内

b
。
。
号
是
正
h
・

]
戸
田
町
】
町
]

V

H

叫

叶

由

出
回
川
門
。
ロ
・

H
柚
町
ミ
肺
門
出
刊
社
。
お
む
h
n
p
N恥
w
h
Q
F
R
M
N蜘
噌
言
明
暗
同
町
内
白
川
N
h
u
b旬
。

¥

臼

c
n
w白

馬

H
H
(
出
。
ロ
凶
E
H
号、
ω
日
官
E

3

こ
れ
に
対
す
る

B
夫
人
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。

一
国
の
消
費
財
を
増

加
す
る
こ
と
自
体
が
労
働
者
階
級
に
も
っ
と
も
役
に
つ
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
が
需
の
所
有
に
臼
附
す
る
か
は
問
題
で
は
な
い
。
所
有
者
は
そ
れ
で
生
昨

的
労
働
者
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
れ
か
ら
利
益
を
え
る
乙

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
富
の
増
大
は
雇
用
の
増
大
を
い
み

す
る
。
夫
人
は
、
補
償
説
に
た
っ
て
カ
ロ
ラ
イ
ン
の
意
見
に
批
判
を
く
わ

え
る
の
で
あ
る
が
、
機
械
探
川
に
よ
っ
て
お
こ
る
一
時
的
出
乱
を
み
と
め

「
機
械
の
発
明
が
し
ば
し
ば
多
く
の
同
部

的
、
一
時
的
な
不
便
と
悶
難
と
を
と
も
な
う
こ
と
は
わ
た
く
L
も
み
と
め

ま
す
。
し
か
し
他
方
で
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
利
益
が
程
度
に
お
い
て
も
期

間
に
お
い
て
も
予
想

L
え
な
い
ほ
ど
大
き
い
の
で
す
。
労
働
守
節
約
し
労

る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

働
を
楽
に
す
る
よ
う
な
新
し
い
械
械
や
1

」
程
が
採
用
さ
れ
る
と
、
商
品
は

ヨ
り
す
〈
な
い
安
川
で
斗
一
産
さ
れ
る
の
で
価
格
が
さ
が
り
、
依
物
価
に
よ



っ
て
ヨ
リ
多
数
の
ひ
と
び
と
が
購
買
者
た
り
え
、
商
品

r対
す
る
需
要
も

ま
し
、
供
給
が
そ
れ
に
比
例
し
て
哨
加
L
ま
す
。
そ
り
け
っ
か
、
新
工
程

の
探
用
以
前
よ
り
も
ヨ
り
多
く
の
働
き
手
が
そ
の
製
造
業
に
雇
用
さ
れ
る

ニ
ベ
ー
や
/
)
。

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
(
一

リ
戸
ァ
ド
ォ
は
機
械
の
使
川
が
純
d

住
民
物
を
ま
ず
に
ー
も
か
か
わ
ら
ず
総

空
産
物
を
減
少
せ
し
め
る
ば
あ
い
も
あ
り
う
る
こ
之
を
指
摘
し
て
、
こ
の

か
ぎ
り
に
お
い
て
機
械
の
採
用
が
労
働
者
の
利
益
を
偏
つ
け
る
之
説
い

た
。
し
か
し
純
生
産
物
の
増
加
が
総
生
産
物
を
減
少
せ
し
め
な
い
位
の
も

の
Z4
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
階
殺
に
有
益
で
あ
る
と
と
を
附
討
し
て
い
る
。

E

夫
人
は
一
ま
さ
に
後
省
の
み
を
強
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
ロ
こ
れ
は
の
ち
マ

カ
ロ
ァ
グ
の
同
附
す
る
見
解
で
も
あ
る

(
n
『
冨
n
n己
E
n
F
名

E
N
-
-

だ
が
リ
カ
ァ
ド
ォ
は
機
械
採
刈
に
弊
害
の
と
も
な
ろ
ζ

と
が
あ
る
こ
ー
と
を

み
と
め
て
は
い
る
が
、
け
っ
き
ょ
く
「
わ
た
く
し
の
述
べ
た
説
が
織
械
は

理奨
を pj)j
説す
明べ
すき
るで
t，二 十主
めな
tこし、
、と

わい
7こう
く推
し前
t工?こ
機な
械ら
がな
突・い
然・こ
lCと
切を
さ希
れ望
-t-
t骨る
及。

さ原

れ
る
も
の
と
仮
定
し
て
き
た
。
し
か
し
事
実
を
い
え
ば
、
乙
れ
ら
の
発
明

は
徐
々
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
資
本
を
現
在
の
用
途
か
ら

他
に
転
用
す
る
よ
り
は
朴
し
ろ
節
約
蓄
積
さ
れ
た
資
本
白
川
途
を
決
定

マ
ア
セ
ッ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

す
る
う
え
に
作
月
す
る
も
の
で
あ
る
L

今
原
理
』
第
三
一
章
〕
と
機
械
D

導
入
に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
機
械
に
は
カ
ロ
ラ
イ
ン

の
非
難
す
る
よ
う
な
道
徳
的
責
任
の
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
パ
ア
ト
ン
や

り
カ
ァ
ド
ォ
に
よ
っ
て
一
市
さ
れ
た
ご
と
く
、
そ
れ
は
資
木
制
生
産
白
体
制

内
部
か
ら
派
生
す
る
矛
盾
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
も
が
っ
た
社
会
制
度
り
も

と
で
は
機
械
の
性
格
も
も
が
っ
て
く
る
こ
主
を
み
ぬ
い
た
オ
ウ
ェ
ン
を
こ

ぞ
カ
ロ
ラ
イ
ン
は
見
習
う
べ
き
で
あ
「
た
。
機
械
そ
の
も
の
は
椎
利
の
主

体
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
弊
存
を
法
律
で
た
だ
す
こ
と
は
で
き
向
。
か
く

し
て
カ
ロ
ラ
ィ
γ
は
ラ
ゃ
タ
イ
ト
に
な
り
お
わ
っ
土
。

賃
金

賃
金
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
労
働
者
が
生
産
す

る
生
産
物
の
全
仙
併
に
ひ
と
し
く
な
り
、
雇
一
主
に
利
潤
を
伐
さ
な
い
ほ
ど

高
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
労
働
者
の
生
荊
資
料
の
価
値
以
下
で

あ
る
こ
と
も
な
が
く
は
つ
づ
き
え
な
い
。
こ
れ
ら
一
問
極
端
の
あ
い
だ
で
賃

金
は
悩
皮
に
変
動
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
生
活
資
料
町
価
値
主
は
生
命

の
維
持
に
必
要
不
可
欠
の
ギ
り
ギ
リ
を
さ
す
の
で
は
な
い

一
一
回
の
風
土

と
慣
南
と
が
要
求
す
る
最
低
限
の
弘
前
条
刊
を
保
持
す
る
に
必
要
な
も
の

を
い
う
(
一
一
一
。
|
二
一
二
ペ
ー
ジ
)
。
す
な
わ
ち
道
徳
的
限
界
。

で
は
以
上
の
限
界
円
で
ど
の
よ
う
に
し
て
賃
金
は
決
定
さ
れ
る
か
?
白

第
八
十
一
巻

第
五
号



マ
ア
七
ァ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
済
学

これ然
，j'町
三、な
ゴ貨り
J 金ゅ
よをき
九規に
制ま
すか
る 4せ

もる
のな
，:1:ら
資、

本い
とし、

苧労か
?働土
‘フ人少1

12 '6 if 
キと政

r z自
う率性
、でみ

!あな
るわげ

一
四
一
ベ
ジ
〕
。

「
労
働
者
の
維
持
の
た
め
の
資
本
(
と
い
う
と
と
は
流
動
資
本
か
っ
|
|

引
用
者
)
が
豊
富
な
と
き
に
は
い
つ
も
資
本
家
は
ヨ
リ
す
く
な
い
利
潤
で

満
足
し
、
彼
の
働
き
干
に
ヨ
リ
畳
富
な
報
酬
を
あ
た
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
」
〈
一
二
六
ベ

1
aノ

Y
賃
金
騰
貴
は
人
円
増
加
を
う
な
が
し
、
人
口

地
加
は
労
働
供
給
の
増
大
を
い
み
し
、
こ
う
L
て
賃
金
は
晶
た
た
び
下
落

し
て
ゆ
く
。
賃
金
騰
貴
を
歓
迎
す
る
カ
μ
ラ
イ
ン
は
法
律
に
よ
っ
て
三
う

し
た
賃
金
率
の
下
落
、
お
な
じ
こ
と
で
は
あ
る
が
食
料
。
値
あ
が
り
を
禁

だ
が
上
一
記
の
傾
向
は

止
し
よ
う
と
す
る
(
一
一
二
一
一
一
一
二
ベ

1
0
)
。

厳
然
た
る
自
然
法
則
で
あ
η

て
、
い
か
な
る
干
渉
J

も
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
と

E
夫
人
は
教
え
さ
と
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
資

本
の
絶
対
量
の
多
少
に
か
か
わ
り
な
く
、
資
本
町
塙
加
率
が
人
口
哨
殖
率

よ
り
も
す
向
い
こ
と
が
り
ぞ
ま
し
い
こ
凶
三
ペ
ー
ジ
以
下
)

a

つ
ま
り
発

展
し
つ
つ
あ
る
阿

1
資
本
蓄
積
率
の
高
い
固
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。
ま
さ

に
ス
ミ
ス
的
、
だ
が
人
口
増
加
と
穀
物
川
格
の
騰
貴
の
か
ん
け
い
が
ぬ
け

て
い
る
点
に
お
い
て
り
カ
ァ
ド
ォ
と
ち
が
う
。

第
八
十
一
巻

第
五
号

/、
四

ω
こ
の
論
点
が
マ
ア
セ
y

干
の
賃
金
基
金
説
と
し
て
、
彼
女
に
諭

及
す
る
著
述
家
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
。
円
口

m
E
m
p
F

円
言
。
3
E
え
可
喜
一
弘
氏
。
休
刊
苦
言
円
四
口
詮
コ
吉
凡
S
F
町

内

同

O
ハ

同

】

U
M
M
・

]
U
U
N
お
い
由
叫
・
目
。
r
耳石
o
Z
F
も

E
句
廿
田
町
∞
'
お
よ
び
ポ
ナ
ア

「
マ
ル
サ
ス
と
恨
の
業
績
」
担
、
吉
田
一
訳
、
二
七
四

i
二
七
六
ペ
ー
ジ
ロ

す
で
に
社
会
的
分
業
が
一
般
的
に
な
っ
た
資
本
制
社
会
で
は
産
業
が
い

ろ
い
ろ
の
部
門
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
に
お
け
る
資
本
の
配
分
は

競
争
を
媒
介
と

L
て
実
現
さ
れ
て
い
る
Q

し
か
し
資
本
家
と
労
働
者
と
の

階
級
が
存
在
し
、
牛
産
者
と
消
費
者
と
が
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ

の
社
会
で
は
、
資
本
家
の
利
益
と
労
働
者
の
利
益
と
が
両
立
す
る
か
い
な

か
、
が
分
配
白
不
平
等
と
い
う
現
実
を
と
お
し
て
問
題
に
な
っ
て
く
る
Q

す
な
わ
も
ス
ミ
ス
の
「
見
え
ざ
る
手
」
に
よ
る
予
定
調
和
に
疑
問
が
も
た

れ
る
よ
う
に
な
る
。

ひ
と
は
自
分
の
資
本
を
使
用
す
る
さ
い
に
自
分
の
選
り
ご
の
み
に
し
た

が
っ
て
大
衆
自
利
益
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
カ
ロ
ラ
イ
ン
は
質
問
す
る
。

B
夫
人
が
、

l
l最
大
の
利
潤
を
生
む
産

業
こ
そ
国
民
が
も
っ
主
も
必
要
と
し
て
い
あ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
大
衆
は
も
っ
と
も
必
要
と
し
て
い
る
も
の
に
最
高
の
価
格
を
支
払



い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
山
が
嶋
氏
す
る
の
だ
か
ら
υ

そ
し
て
白
木
が
利
川

町
ヨ
リ
川
い
と
こ
ら
に
拶
則
す
る
こ
L

と
に
よ
っ
て
資
本
の
適
正
な
配
分
が

実
引
し
、
価
格
が
干
粧
し
て
利
潤
が
干
均
化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
資
本
心

充
川
は
資
本
家
の
利
答
に
よ
っ
て
却
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
》

て
資
本
家
と
大
衆
の
利
容
は
一
致
す
る
、
ー
ー
と
品
川
し
て
も
、
カ
ロ
一
フ

ィ
ン
に
は
比
五
町
利
治
が
な
ぜ
完
全
に
一
致
す
る
の
か
納
仰
E
き
な
い
の

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
あ
る
時
栄
で
獲
得
し
た
技
術
や
経
験
は
、
た
と
え

仙
の
γ
M
W
乱
部
門
が
ヨ
リ
一
日
同
い
利
問
を
も
た
ら
す
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
出

栄
に
は
役
だ
た
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
同
定
資
本
も
モ
う
容
劫
に
用
途
を
変

川
正
し
う
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
ご
八
九
一
九
一
べ

l
p
y

カ
ロ
ラ
イ
ン
ほ
こ
こ
で
は
古
典
td派
の
共
通
前
記
で
あ
る
資
本
と
労
働
心

移
動
性
に
対
し
て
内
定
的
で
あ
る
。

R
夫
人
は
リ
A
r

ォ
の
『
川
町
却
』

け
出
川
請
の
一
文
を
ひ
き
あ
い
に
だ
し
つ
つ
彼
に
こ
う
特
止
る
ω

「
す
べ
て

白
山
郁
な
凶
に
は
利
下
を
と
っ
て
貨
幣
を
貸
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
え
た
所

何
で
生
活
し
て
い
る
多
く
の
ひ
と
が
い
る
。
そ
し
亡
州
人
や
製
造
来
自
で

彼
ら
の
栄
坊
を
向
己
資
本
の
充
川
だ
け
に
限
定
し
て
こ
れ
ら
の
金
持
ち
の

貸
附
を
尖
け
な
い
も
り
は
す
く
な
い
リ
ぬ
る
料
日
正
白
保
業
部
門
の
利
潤
が

背
埴
白
水
準
よ
り
高
い
こ
と
が
知
れ
る
と
、
そ
れ
に
従
事
し
て
い
る
ひ
と

マ
ア
包
ッ
ト
夫
人
と
古
典
派
経
前
学

び
と
は
彼
ら
の
主
務
を
拡
仮
す
る
た
め
に
コ
リ
多
〈
借
金
を
し
よ
う
と
す

る
。
仙
方
、
利
刊
の
低
治
し
て
い
る
陀
染
は
そ
の
法
務
を
縮
小
L
、
仙
金

を
や
め
る
」
(
一
九
一
ペ
ー
ジ
)
。
こ
う
し
て
資
本
は
彼
ら
が
従
米
の
川
町
議

を
平
め
る
必
安
な
L
に
一
川
途
か
ら
仙
へ
う
っ
き
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
背
製
造
業
の
あ
い
だ
ば
か
り
で
な
く
、
製
造
業
と
農
業
の
あ
い
だ
に
も

利
潤
本
町
平
均
化
傾
向
が
生
ず
る
。
資
本
の
適
正
配
分

l
利
潤
キ
の
平
均

化
l
資
本
家
と
大
泉
の
利
山
Ln
の
一
致
、
と
い
う
傾
向
は
か
く
し
て
円
然
秩

片
と
し
て
川
さ
れ
た

以
上
、
カ
ロ
ラ
f

ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
資
木
を
現
物
形
態
を
と
っ
た

生
院
資
本
と
み
る
こ
と
、
労
働
の
移
動
性
の
否
定

1
熟
煉
労
働
の
般
調
は

全
労
働
収
益
栴
の
主
張
と
と
も
に
独
立
生
服
者
の
観
念
で
あ
る
。
他
方
、

B
夫
人
は
資
本
を
新
た
に
投
下
さ
る
べ
長
貨
幣
資
本
と
み
な
し
、
労
働
の

刊
行
品
目
を
み
と
め
る
の
で
あ
る
が
、
彼
止
の
見
解
は
分
配
主
主
制
す
る
カ

ロ
ラ
イ
ン
に
対
し
て
生
内
命
的
で
あ
り
、
ソ
仲
w治
資
ヰ
家
を
代
弁
し
た
も
の

し

ι
考
え
ら
れ
る
吋
と
も
あ
れ
何
人
は
そ
れ
ぞ
れ
資
本
を
そ
の
循
環
に
お
け

。
姿
態
変
換
の
特
献
な
一
段
階
に
お
い
て
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
こ
こ
で

の
資
本
の
移
動
引
は
も
と
よ
り
B
六
人
の
段
附
に
お
い
て
品
ぜ
ら
る
べ
き

性
質
白
も
の
で
あ
る

第
八
十
一
巻
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五
円
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マ
ア
ゼ

γ

ト
夫
人
L
ζ

古
典
派
経
抗
日
学

法
仰
は
安
全
保
障
の
一
限
度
内
で
は
同
業
主
促
進
十
る
と
い
う
利
読
が
あ

る
が
、
人
為
的
制
度
で
あ
る
た
め
に
l
h
記
の
円
然
秩
序
を
お
か
寸
必
要
恕

と
L
て
日
夫
は
考
え
る
。
「
施
行
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
法
律
は
多
か
れ

す
く
な
か
れ
事
物
の
自
然
秩
序
を
お
か
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
わ

た
く
し
は
最
恵
の
法
律
制
皮
で
さ
え
、
政
府
が
全
然
な
い
よ
り
は
マ
シ
だ

と
い
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
で
し

E
う
」
(
一
九
三
四
ペ
ー
ジ
可
こ
の
よ

う
に
夫
人
は
羽
尖
を
う
け
い
れ
、
ゴ
ド
ウ
ィ

γ
に
つ
ら
な
る
無
政
府
主
義

に
対
立
す
る
の
で
あ
る
。

回

地

1-1; 

地
代
の
原
凶
お
よ
び
そ
の
除
責
に
か
ん
す
る
学
説
は
、
ま
ず
マ

ル
サ
ス
に
よ
っ
て
解
川
さ
れ
、
さ
ら
に
り
カ
7

ド
寸
の
『
原
型
』
に
お
し
い

て
完
成
さ
れ
た
、
と
B
夫
人
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
地
代
の
説
明
は
マ

ル
サ
ス
と
リ
カ
ァ
ド
ォ
の
折
山
氏
諭
で
あ
る
。
た
と
え
ば
地
代
の
隙
肉
、
と
し

て

.ω
そ
の
ゴ
地
主
耕
す
ひ
之
を
や
し
な
う
に
足
る
以
上
の
豊
宮
な
食
物

を
生
み
だ
す
地
味
の
ゆ
た
か
な
こ
と
、

ω地
味
の
肥
沃
き
と
位
円
の
差
異

とが
|司

釘〉一

二生
イ::> Jlt 

を物
あを
げ生
て践
し、~，

るる
こた
と Yj

にに
k ち
つカ:
てつ
もた
祭費
L 川
えを
k 必

う。')要

犯与
さる
し、こ

第
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I"l 

鉱
石
号

ど
に
カ
ロ
ラ
ィ

γ
に
自
ら
し
め
た
全
行
論
の
要
約
は
と
う
で
あ
あ
|
|

「
資
本
が
込
山
積
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
労
働
需
要
が
ま
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

住
金
が
鵬
封
L
、
そ
し
て
企
乏
人
の
状
態
が
改
普
さ
れ
る
。
絞
ら
は
そ
れ

に
よ
っ
て
多
く
の
子
供
脅
ゃ
し
な
う
こ
と
が
で
き
る
|
|
こ
れ
が
北
日
問

料
の
需
要
を
士
し
、
穀
物
側
栴
を
鵬
此
せ
し
め
、
位
業
者
は
そ
の
十
め
ヨ

リ
多
く
の
土
地
を
耕
作
す
る
気
に
な
る
。
も
し
新
し
い
土
地
が
劣
等
な
賀

で
あ
る
な
ら
ば
、
作
物
は
牌
問
責
し
た
掛
川
で
生
障
さ
れ
る
。
そ
し
て
粗
生

生
産
物
の
伺
格
が
あ
が
り
、
優
良
地
に
地
代
が
生
ず
る
。
穀
物
は
い
ま
や

永
久
的
に
高
《
な
る
の
で
、
賃
金
の
永
続
的
騰
引
を
ひ
き
お
こ
す
。
そ
し

て
利
潤
は
そ
れ
に
比
例
し
て
「
l
蒋
す
る
」
(
一
二
二
一
ペ
ー
ジ
可
つ
玄
り
地

代
は
肢
障
物
の
一
一
片
側
格
の
結
果
で
あ
っ
て
原
因
で
は
な
い
(
一
一
心
一
ペ
ー

ジ
)
。
こ
と
で
は
A
i
〈
リ
力
プ
ド
ォ
地
代
論
で
あ
る
。

ω
マ
ル
サ
ス
は
こ
の

ωの
ほ
か
、
つ
ぎ
の
二
つ
を
つ
け
く
わ
え
て
い

る
d

M

間
生
産
さ
れ
た
必
要
品
の
分
立
に
正
比
例
し
℃
需
要
者
の
数
を

増
加
せ
し
め
う
る
ー
に
い
う
生
日
必
要
品
に
特
有
な
性
丘
、
同
も
っ
と

J
h
肥
沃
な
土
地
の
比
較
的
稀
少
性
。
他
方
、
リ
カ
ァ
ド
ォ
は
制
口

み
を
説
い
て
い
る
。
。
同
E

冨
巴
S
E
m
・
』

S
Fぬ語、
H
E叫
C
N
F
R

司
令

官
高
司
弘
』
u
z
h
語
句
旬
。
同
国
富
町
、
区
民
附
井
、
東
川
「
穀
物

条
例
前
」
一
心
六
へ
ジ
以
下
。
目
。
白
血
O
M
m
R
K

百
開
盟
問
吋



。
口
付
宮
古
田
日
2
0
H
m
円
。
司
吋
口
。
。
。
向

noE

ヘ
-
昆

5
・

z

po
司

3
F
E
耳
印
B
E
J
E
-
H」
戸
食
耳
目

n
H
1
2
-
3
5
0

g
t
w、
r'〈
。
-

F
ロrmwHU口・

ω
か
よ
う
に
地
代
を
差
額
地
代
の
み
に
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

代
の
正
当
性
を
み
と
め
る
結
長
を
ま
ね
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ

の
も
に
ホ
ジ
ス
キ
ン
が
リ
カ
ァ
ド
ォ
を
論
難
し
た
主
要
な
理
由
な
の

で
あ
る
。
|
|
ホ
ジ
ス
キ
ソ
の

F
・
プ
レ
イ
ス
へ
の
手
紙
、
一
八
-
一

0
・
五
・
二
八
。

n
F
出
巴
世
斗
・

4
q
q・宮】・

2一
寸
M
・・同口問・

可

E
m
g・
2
l寸
国

五

価
値

つ
ぎ
に
価
値
論
。
夫
人
に
は
一
貫
し
た
価
値
規
定
は
な
い

商
品
D
価
値
は
そ
れ
と
交
換
さ
れ
る
他
府
の
量
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
、

だ
か
ら
価
値
は
け
っ
き
ょ
く
交
換
価
値
と
よ
ば
れ
る
、
ー
と
い
う
。
し
か
ら

は
一
商
品
と
交
換
に
あ
士
え
ら
れ
る
悦
刷
。
量
を
訣
定
す
る
も
の
、
す
な

わ
ち
交
換
価
値
の
実
体
は
な
に
か
。
ぞ
れ
は
基
本
的
に
は
生
産
費
で
あ

る
白
そ
し
て
そ
れ
は
賃
金
、
利
潤
お
よ
び
地
代
か
ら
な
る
。
も
と
よ
り
最

劣
等
地
の
生
産
物
は
H

立
政
費
に
地
代
が
ふ
く
ま
な
い
か
ら
右
の
三
安
来
の

一
つ
を
欠
く
こ
と
も
あ
る
、
生
広
費
は
つ
ま
り
同
然
価
値
で
あ
る
と
い

マ
ア
セ
ッ
ト
宍
人
と
古
典
探
経
済
学

ぅ
。
交
換
価
鯨

1
日
然
伽
値
。
ま
た
一
方
で
は
交
換
値
価
は
労
働
、
と
効
川

と
か
b
な
石
、
と
同
時
に
稀
少
性

1
需
給
関
係
も
交
換
価
値
に
大
き
な
影

響
を
あ
た
え
る
D

し
た
が
っ
て
交
換
仙
値
は
た
え
ず
自
然
価
値
に
接
近
す

る
傾
向
を
も
っ
と
は
い
え
、
双
方
は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
(
二
九

。
ベ
1
0
/
以
下
〉
と
い
う
。
交
換
価
値
×
自
然
価
値
ω

三
こ
で
は
生
産
費

は
投
下
労
働
白
内
容
を
う
し
た
っ
て
桝
成
価
値
論
を
形
成
す
る
。
そ
し
て

交
換
価
値
を
決
定
す
る
要
因
と
し
て
の
需
要
供
給
の
登
場
。
と
の
両
者
の

価
値
諭
に
お
け
る
合
成
|
|
己
れ
を
り
カ
ァ
ド
ォ
は
「
中
立
の
立
場
」
(
前

掲
マ
ル
サ
ス
へ
の
手
紙
参
照
)
と
評
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
ま

え
に
み
た
利
潤
、
賃
金
お
よ
び
地
代
に
か
ん
す
る
説
羽
と
こ
の
価
値
諭
と

は
あ
き
ら
か
に
矛
盾
す
る
。
だ
が
投
下
労
働
価
値
説
は
全
労
働
収
益
権
の

有
力
止
論
拠
と
な
る
Q

す
で
に
全
労
働
収
益
権
に
反
対
し
て
B
夫
人
が
資

本
の
有
用
引
を
力
説
し
た
点
に
吐
産
設
説
へ
の
動
揺
が
う
か
が
わ
れ
た
。

ま
た
所
得
か
ら
価
佑
へ
の
行
論
は
分
配
諭
に
か
た
よ
り
生
産
費
説
ヘ
色
相

か
ざ
る
を
え
な
い
。
生
産
費
説
も
し
く
は
構
成
制
値
説
は
投
下
労
働
価
値

説
に
対
し
て
利
潤
、
地
代
の
正
当
性
を
う
ら
ず
け
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
リ
カ
ァ
ド
ォ
派
社
会
主
義
に
反
対
す
る
理
論
家
た
ち
の
前

犯
と
し
て
生
時
費
説
は
ひ
き
つ
が
れ
る
の
で
あ
る
ロ

B
夫
人
の
説
く
価
値

館
八
十
一
巻

五

邸
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マ
フ
也
ァ
ト
夫
人
と
古
此
〈
慌
舵
済
学

治
は
賃
金
、
利
湖
、
地
代
治
に
お
け
る
ス
ミ
ス
リ
カ
ァ
ド
庁
の
系
列
に

対
し
て
、
兄
ミ
ス
マ
ル
サ
ス
の
線
上
に
あ
る
k
い
え
上
う
口
問
題
が
か

よ
う
に
抽
象
論
却
一
の
領
域
に
た

b
い
た
る
と
刀
ロ
ラ
イ
ン
は
な
ん
ら
な
す

と
こ
ろ
な
く
、
問
答
は
い
ち
じ
る
し
く
迫
力
を
か
く
。
こ
れ
は
と
り
も
な

お
さ
ず
紋
立
の
資
主
主
義
批
判
は
感
性
的
な
行
動
に
む
す
び
つ
い
て
い
た

が
、
ま
だ
独
自
の
舵
史
観
、
経
済
理
論
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

t
彼
立
の
批
判
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
女
じ
し
ん
も
支
た
資
木
主
義
の
内
怖
に
と
Y
ま
る
わ
け

で
、
プ
ル
ジ
E

ア
経
済
学
か
ら
の
強
燥
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
飛
躍
に
は

リ
カ
ァ
ド
ォ
派
社
会
主
義
者
の
い
く
た
の
努
力
を
く
ぐ
勺
て
マ
ル
ク
久
を

主
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

あ

古る

書

と

「
本
蓄
の
諸
原
型
と
資
料
に
つ
い
て
は
ζ

の
問
題
(
経
済
学
引
用
者
〉

を
取
扱
っ
た
巨
匠
の
書
物
、
と
り
わ
け
ス
ミ
ス
博
士
、
マ
ル
サ
ス
、
セ
イ
、

シ
ス
モ
ソ
♂
ア
f

、
リ
カ
ァ
ド
ォ
お
よ
び
ブ
レ
イ
ク
回

E
Z
の
諸
氏
の
者

書
か
ら
え
た
こ
と
は
全
く
あ
き
ら
か
で
あ
る
」

(
]
1
5
2
0
F
H
V
ゴ
る
と
マ

ア
セ
y

ト
み
ず
か
ら
い
っ
て
い
る
よ
う
に
本
書
は
お
も
に
古
典
派
斑
諭
に

第
八
十
一
巻

ノ、

前
工
九
号

/、
/又

立
脚
し
て
経
済
学
白
人
門
的
組
述
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
対
話
形
式
を
と
っ
た
木
古
田
の
性
円
以
上
、
教
師
B
夫
人
と
カ
ロ
ヲ
ィ
ン

と
に
よ
る
論
議
の
は
こ
び
か
た
に
は
や
や
も
す
る
と
論
旨
一
貫
し
な
い
う

ら
み
が
あ
り
、
何
人
の
話
の
や
り
E
り
に
お
い
て
重
農
主
義
的
な
後
退
も

あ
る
、
と
は
い
え
古
典
派
経
済
学
が
俗
流
経
消
学
と
り
カ
ァ
ド
ト
派
社
会

主
義
、
と
に
解
体
し
て
ゆ
く
方
向
が
み
う
け
ら
れ
、
か
っ
両
陣
首
の
あ
い
だ

で
の
諭
喰
の
先
取
形
態
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
い
み
で
本
書
は

興
味
あ
る
素
材

t
提
供
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

一
八
一
七
年
前
後
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
に
主
勺
て
一
つ
の
試
錬
の
時

期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
お
な
じ
こ
と
が
経
済
思
却
に
つ
い
て
も
し
い
え
る
。

出
典
派
経
済
学
の
金
宇
塔
、
リ
カ
ァ
ド
ォ
『
原
理
』
白
初
版
に
前
後
L
て

本
書
は
ま
き
に
古
典
派
理
論
解
体
の
二
つ
り
道
を
し
め
す
道
標
と
し
て
あ

ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ω
ポ
ナ
ア
は
マ
ア
k

ッ
ト
ケ
↓
従
順
な
リ
カ
ァ
ド
ォ
主
義
者
と
い
い
、

ヅ
二
ム
ベ
ー
タ
ー
は
げ
ん
み
つ
な
い
み
で
の
リ
カ
ァ
デ
ィ
ヤ

γ
と
は

い
え
な
い
が
リ
カ
ァ
ド
ォ
学
派
の
多
〈
の
兎
躍
な
教
義
を
ふ
く
ん
市
一

い
る
と
討
し
て
い
る
。
|
|
ボ
ナ
ア
4
前
掲
曹
、
-
一
七
五
ペ
ー
ジ
。

お
よ
び
的
。
Fzs-uoZ
コ名
S
F
H
v
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